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右ページではグループ毎このガイドに揃え↓

せん妄は身体的な問題を契機として生じる意
識障害。せん妄かもしれないと思ったとき、い
ちばん気をつけなければいけないことは何か。
対応の要所がわかれば、ケアが変わり、患者
のその後も変わっていく。本書では、DELTA
プログラム（多職種せん妄対応プログラム）を
用いたせん妄の早期発見、重症化予防へのケ
アを事例を通して解説する。対応のプロセス
が確認できる実践書だ。

DELTAプログラムによる
せん妄対策
多職種で取り組む予防、対応、情報共有

小川朝生、佐々木千幸＝編
本体2600円＋税
医学書院　☎03—3817—5650

「看護師のクリニカルラダー（日本
看護協会版）」は、共通の指標を用
いて全国レベルで看護実践能力を
育成するために、日本看護協会に
よって開発されたもの。病院・施設
など、さまざまな組織におけるラ
ダー導入・活用の実際を紹介する。
ウェブで公開中の「活用のための手
引き」も全文収載されている。

認知症患者への対応において、困
難を感じている看護師は多い。本
書では、認知症患者とのコミュニ
ケーション方法について、基礎と
なる理論や科学的根拠を提示する
とともに、具体的な対処方法を場
面別に解説。よりよいコミュニケー
ションに必須な看護師自身のスト
レスマネジメントも紹介し、「現場
で使える」ノウハウが満載。

看護実践能力の向上にむけて
「看護師のクリニカルラダー
（日本看護協会版）」活用ガイド

日本看護協会＝編
本体3000円＋税
日本看護協会出版会　☎03—5319—7171

看護にいかす
認知症の人とのコミュニケーション
現場で使える理論とアプローチ

飯干紀代子＝著
本体2200円＋税
中央法規　☎03—3834—5817

喪失のない人生はない。家族、友人、
ペット、健康、時間、夢、自分の
命―。私たちの人生は、さまざ
まなものとの喪失と付き合ってい
かざるを得ない。では、どのよう
に付き合っていけばよいのか。死
別後の悲嘆やグリーフケアを専門
とする研究者が、死生学や心理学
の理論、当事者の声、実践例をも
とに、その問いに答えていく。

医療やケアの現場で生じるさまざ
まな倫理的な問題。その解決を支
援する方法として活用の進む「倫
理コンサルテーション」の導入・実
施・評価の方法を、日本の現状に
即しながらわかりやすく紹介する。
巻末には、申請書や結果通知書、
実施記録などのサンプルが収録さ
れており、医療現場で実践的に活
用できる内容となっている。

喪失学
「ロス」後をどう生きるか？

坂口幸弘＝著
本体780円＋税
光文社　☎03—5395—8116

倫理コンサルテーション 
ハンドブック
堂囿俊彦＝編著
本体3500円＋税
医歯薬出版　☎03—5395—7640
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